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“成績が上がりますように” “成績が上がりますように” 

１月　１月１４１４日、「学問の神様」菅原道真がまつられる北原天満宮で天神祭が行われ、子ども日、「学問の神様」菅原道真がまつられる北原天満宮で天神祭が行われ、子ども
囃子などが奉納されました。囃子などが奉納されました。

町県民税、所得税の申告が始まります  ……２Ｐ

阿久比町人事行政の運営等の状況  …………６Ｐ

まちの話題  ……………………………………１０Ｐ

あぐいぶらり旅（伝説の地を歩く）  ………１１Ｐ

お知らせ  ………………………………………１５Ｐ

スポーツ講演会を開催します  ………………１８Ｐ
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広報あぐい　２００７年２月１日号

�
　

平
成
十
九
年
一
月
一
日
現
在
、
町
内
に

住
ん
で
い
る
方
で
、
次
の
事
項
に
該
当
す

る
方
。

町
県
民
税
の
申
告
が
必
要
な
方

①　

営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
や
配

当
、
譲
渡
な
ど
の
所
得
の
あ
る
方
で
、

確
定
申
告
の
必
要
が
な
い
方
。

②　

給
与
所
得
者
で
、
勤
務
先
か
ら
役
場

へ
給
与
支
払
報
告
書
が
提
出
さ
れ
な

か
っ
た
方
。
給
与
所
得
以
外
の
少
額
の

所
得
が
あ
っ
た
方
。
平
成
十
八
年
中
に

退
職
し
、
平
成
十
九
年
一
月
一
日
ま
で

に
就
職
し
て
い
な
い
方
。

③　

公
的
年
金
な
ど
の
所
得
だ
け
の
方
で
、

社
会
保
険
料
控
除
、
生
命
保
険
料
控
除

な
ど
の
控
除
を
受
け
よ
う
と
す
る
方
。

※　

役
場
か
ら
町
県
民
税
の
申
告
用
紙
が

届
い
た
方
で
、
申
告
の
必
要
が
な
い
方

は
、
申
告
書
裏
面
に
「
申
告
の
必
要
が

な
い
場
合
の
記
載
欄
」
が
あ
り
ま
す
の

で
、
記
入
し
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。

※　

申
告
用
紙
の
送
付
は
、
昨
年
の
申
告

実
績
な
ど
を
も
と
に
送
付
し
て
い
ま
す
。

申
告
書
が
届
か
な
い
方
や
、
新
た
に
必

要
と
な
っ
た
方
は
、
役
場
税
務
課
住
民

税
係
へ
問
い
合
わ
せ
て
く
だ
さ
い
。

�
　

平
成
十
八
年
中
に
各
種
の
所
得
が
あ
り

次
に
該
当
す
る
方
は
、
確
定
申
告
を
し
て

く
だ
さ
い
。

①　

事
業
を
営
む
方
、
不
動
産
収
入
の

あ
っ
た
方
、
土
地
や
建
物
を
売
っ
た
方

な
ど
で
平
成
十
八
年
中
の
所
得
の
合
計

額
が
基
礎
控
除
、
扶
養
控
除
な
ど
の
所

得
控
除
の
合
計
額
を
超
え
る
方
。

②　

給
与
所
得
者
で
給
与
の
年
収
が
二
千

万
円
を
超
え
た
方
。
二
カ
所
以
上
か
ら

給
与
を
受
け
て
い
る
方
。
給
与
・
退
職

所
得
以
外
の
所
得
の
合
計
額
が
二
十
万

円
を
超
え
た
方
。

�
　

申
告
の
必
要
が
な
い
方
で
も
、
次
の
よ

う
な
方
は
、
申
告
を
す
れ
ば
納
め
過
ぎ
の

税
金
が
戻
る
場
合
が
あ
り
ま
す
。

①　

給
与
お
よ
び
年
金
所
得
者
で
、
雑
損

控
除
、
医
療
費
控
除
、
住
宅
借
入
金
等

特
別
控
除
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
る
方
。

②　

給
与
所
得
者
で
、
平
成
十
八
年
の
中

途
に
退
職
し
、
そ
の
後
も
就
職
し
な

か
っ
た
た
め
年
末
調
整
を
受
け
ら
れ
な

か
っ
た
方
。

③　

退
職
所
得
の
あ
る
方
で
、
そ
の
所
得

を
含
め
て
確
定
申
告
を
す
る
こ
と
で
、

源
泉
徴
収
さ
れ
た
所
得
税
に
つ
い
て
定

率
減
税
の
適
用
を
受
け
る
こ
と
が
で
き

所
得
税
の
確
定
申
告
が
必
要
な
方

所
得
税
の
申
告
で
税
金
が
戻
る
方

る
方
。

�
　

町
県
民
税
、
所
得
税
の
申
告
受
付
期
間

は
、
二
月
十
六
日（
金
）か
ら
三
月
十
五
日

（
木
）ま
で
で
す
。（
所
得
税
の
還
付
申
告
書

は
、
二
月
十
六
日
以
前
で
も
提
出
で
き
ま

す
。）

☆
所
得
税
の
確
定
申
告
書
の
送
付
先

　

〒
４
７
５
‐
８
６
８
６

　

半
田
市
宮
路
町　

‐
５

５０

　

半
田
税
務
署　

�（
２
１
）３
１
４
１

☆
町
県
民
税
申
告
書
の
送
付
先

　

〒
４
７
０
‐
２
２
９
２

　

阿
久
比
町
大
字
卯
坂
字
殿
越　
５０

　

阿
久
比
町
役
場
税
務
課
住
民
税
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
線
２
２
０
・
３
０
２
）

�
　

パ
ソ
コ
ン
を
使
い
、
申
告
を
受
け
付
け

ま
す
。
担
当
職
員
が
必
要
な
事
項
を
入
力

し
て
プ
リ
ン
ト
し
ま
す
の
で
、
内
容
を
確

認
の
う
え
署
名
押
印
し
て
い
た
だ
く
だ
け

で
申
告
で
き
ま
す
。

　

収
支
内
訳
書
や
医
療
費
の
集
計
表
は
事

前
に
各
自
が
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
職
員

が
作
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま
せ
ん
。

　

受
付
時
に
、
申
告
す
る
所
得
や
控
除
の

種
類
、
必
要
書
類
の
確
認
を
さ
せ
て
い
た

だ
き
ま
す
。（
書
類
不
備
の
場
合
、
会
場
で

作
成
し
て
い
た
だ
く
か
、
自
宅
で
作
成
の

う
え
申
告
し
て
い
た
だ
き
ま
す
。）

申
告
書
提
出
は
郵
送
で
も
O
K

役
場
で
の
申
告
の
受
付
方
法

申
告
時
に
必
要
な
も
の

・

2月16日（金） 
　  ～3月15日（木） 
町 県 民 税 
個人事業税 
所　得　税 ｝ 申告相談 　　受付期間 

　

今
年
も
町
県
民
税
、
所
得
税
の
申
告
の
時
期
と
な
り
ま
し
た
。
申
告
の
準
備
は

お
済
み
で
す
か
。

　

申
告
は
所
得
の
状
況
を
最
も
知
っ
て
い
る
あ
な
た
自
身
が
、
所
得
と
税
額
を
正

し
く
計
算
し
て
納
税
す
る
大
切
な
手
続
き
で
す
。
申
告
書
を
自
分
で
書
い
て
期
限

内
に
必
ず
提
出
し
て
く
だ
さ
い
。
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申
告
す
る
方
は
、
次
の
所
得
区
分
な
ど

に
応
じ
て
、
必
要
な
書
類
と
印
鑑
を
用
意

し
て
く
だ
さ
い
。

①　

給
与
所
得
や
年
金
、
原
稿
料
の
収
入

な
ど
が
あ
る
方

・　

源
泉
徴
収
票

・　

報
酬
明
細
書

②　

営
業
、
農
業
な
ど
の
事
業
所
得
や
不

動
産
所
得
の
あ
る
方

・　

収
支
内
訳
書

③　

配
当
や
一
時
所
得
、
譲
渡
所
得
な
ど

の
あ
る
方

・　

支
払
明
細
書
や
売
買
契
約
書
な
ど
の

書
類

④　

医
療
費
控
除
を
受
け
る
方

・　

医
療
費
の
明
細
書
（
集
計
表
）

・　

支
払
っ
た
医
療
費
の
領
収
書

・　

保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の

分
か
る
書
類

�・　

各
種
保
険
料
の
払
込
（
控
除
）
証
明

書
⑥　

住
宅
借
入
金
等
特
別
控
除
を
受
け
る

方
・　

住
民
票
の
写
し

・　

家
屋
の
登
記
簿
謄
本
な
ど

・　

住
宅
取
得
資
金
に
係
る
借
入
金
の
年

末
残
高
証
明
書

・　

家
屋
の
売
買
契
約
書
ま
た
は
建
築
工

事
請
負
契
約
書
の
写
し

申
告
時
に
必
要
な
も
の

⑤　

社
会
保
険
料

　
　

生
命
保
険
料　
　

控
除
を
受
け
る
方

　
　

損
害
保
険
料
���

・　

源
泉
徴
収
票（
給
与
所
得
者
の
場
合
）

⑦　

雑
損
控
除
を
受
け
る
方

・　

り
災
証
明
書

・　

被
害
資
産
の
内
容
・
状
況
な
ど
が
分

か
る
も
の

・　

被
害
資
産
の
取
り
壊
し
費
用
な
ど
の

明
細
お
よ
び
そ
の
領
収
書

・　

保
険
な
ど
で
補
て
ん
さ
れ
た
金
額
の

分
か
る
書
類

⑧　

寄
附
金
控
除
を
受
け
る
方

・　

特
定
寄
附
金
な
ど
の
受
領
書

※　

収
支
内
訳
書
や
医
療
費
の
集
計
表
は

事
前
に
作
成
し
て
く
だ
さ
い
。
申
告
会

場
の
職
員
が
作
成
す
る
こ
と
は
で
き
ま

せ
ん
。

※　

税
金
の
還
付
に
な
る
方
は
、
申
告
者

本
人
の
振
込
先
の
口
座
番
号
の
分
か
る

も
の
が
必
要
と
な
り
ま
す
の
で
、
忘
れ

ず
に
用
意
し
て
く
だ
さ
い
。

�　医師などに対する謝礼
�　健康診断や美容整形の費用
�　疾病予防や健康増進などのための医薬品や健康
食品の購入費

�　親族に支払う療養上の世話の費用
�　治療を受けるために直接必要としない近視、遠
視のためのメガネや補聴器などの購入費

�　通院のための自家用車のガソリン代、分べんの
ため実家へ帰るための交通費

�

・　医療費控除
　医療費控除として所得から差し引かれる金額は、平成１８年中
に実際に支払った医療費から保険などで補てんされる額を引い
て残った金額から、１０万円または総所得金額等の５％のいずれ
か低い額を差し引いた残りの金額です。
　計算式は、次のとおりです。
（支払った医療費－保険などで補てんされる額）－１０万円か総
所得金額等の５％のいずれか低い金額＝控除額（ただし、最高
額２００万円）
・　老年者控除
　平成１６年分限りで廃止されました。（６５歳以上の方で寡婦また
は寡夫に該当する方は寡婦、寡夫控除が受けられます。）
・　寡婦、寡夫控除
①　寡婦とは夫と死別・離婚した後再婚していない方や夫が
生死不明などの方で、扶養親族のある方、または夫と死別
した後再婚していない方や夫が生死不明などの方で、平成
１８年分の合計所得金額が５００万円以下の方。
②　寡夫とは平成１８年分の合計所得金額が５００万円以下の方
のうち、妻と死別・離婚した後再婚していない方や妻が生
死不明などの方で、平成１８年分の総所得金額等が３８万円以
下の生計を同じにする子（他の納税者の控除対象配偶者や
扶養親族とされている方を除きます。）のある方。

・　障害者控除
　次のいずれかに該当する方、控除対象配偶者および扶養親族
が対象となります。
①　身体障害者手帳や、厚生労働大臣または知事から障害者
である旨の書類などの交付を受けている方。

②　介護保険制度の要介護認定（１～５）を受けている６５歳
以上の方で、障害者控除対象者認定書の交付を受けている
方。

所得控除の注意事項
・　配偶者控除および扶養控除
　合計所得金額が３８万円以下で、次のいずれかに該当する方が
対象となります。
　①　生計を同じにする配偶者やその他の親族
　②　都道府県知事から養育を委託された児童
③　老人福祉法の規定により養護を委託された老人　（注）①
～③のうち、青色事業専従者で給与の支払いを受ける者ま
たは白色事業専従者は除きます。

・　特定扶養親族
　扶養親族のうち、昭和５９年１月２日から平成３年１月１日以
前に生まれた方（年齢が１６歳以上２３歳未満の方）をいいます。
・　老人控除対象配偶者および老人扶養親族
　控除対象配偶者および扶養親族のうち、昭和１２年１月１日以
前に生まれた方（年齢が７０歳以上の方）をいいます。
・　配偶者特別控除
　納税者本人の合計所得金額が１，０００万円以下で、次のいずれに
も該当しない配偶者が対象となります。
　①　他の人の扶養親族とされる場合
　②　青色事業専従者で給与の支払いを受ける場合
　③　白色事業専従者である場合
④　配偶者が配偶者本人の課税所得の計算上、配偶者特別控
除の適用を受けている場合

　⑤　合計所得金額が３８万円以下または７６万円以上の場合

配偶者特別控除の額（所得税）

控除額配偶者の合計所得金額控除額配偶者の合計所得金額

１６万円６００，０００円～６４９，９９９円３８万円３８０，００１円～３９９，９９９円

１１万円６５０，０００円～６９９，９９９円３６万円４００，０００円～４４９，９９９円

６万円７００，０００円～７４９，９９９円３１万円４５０，０００円～４９９，９９９円

３万円７５０，０００円～７５９，９９９円２６万円５００，０００円～５４９，９９９円

２１万円５５０，０００円～５９９，９９９円

次のような費用は医療費控除次のような費用は医療費控除
の対象になりませんの対象になりません
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　確定申告の受付期間中に、次のとおり税理士に
よる無料税務相談が受けられます。ぜひご利用く
ださい。
日　時　２月１９日（月）・２０日（火）
　　　　午前９時３０分開始
　　　　午後４時終了（正午～午後１時まで休憩）
会　場　中央公民館本館１０３号室
　　　　（町の申告会場内）

受付期間
　２月１６日（金）～３月１５日（木）
受付時間
　午前９時～午前１１時半
　午後１時～午後４時
※　土曜日、日曜日と時間外の受け
付けはできませんので注意してく
ださい。

Ｐ 

Ｐ 

Ｐ 

役　場 

中
央
公
民
館 

　
　
　
南
館 

消
防
署 

商工会 

中
央
公
民
館 

　
　
　
本
館 

阿久比町役場前交差点 

受付場所
　受付時間　

受付地区受付月日
午　後午　前

横 松 公 民 館――９時～１１時横 松
２月２１日（水）

高岡老人憩の家１時３０分～
３時３０分――高 岡

植 公 民 館１時～
３時３０分

９時～　
１１時３０分植２月２２日（木）

中 部 公 民 館――９時～１１時椋 岡
２月２３日（金）

大古根公民館１時３０分～
３時３０分――大 古 根

萩老人憩の家――９時～１１時萩
２月２７日（火）

矢 口 公 民 館１時３０分～
３時３０分――矢 口

白 沢 区 民 館――９時～１１時

白 沢
白 沢 台
日 生 団 地
メイツ巽ヶ丘２月２８日（水）

高根台集会所１時３０分～
３時３０分――高 根 台

草 木 公 民 館１時～　
３時３０分

９時～　
１１時３０分草 木３月１日（木）

宮 津 公 民 館――９時～１１時宮 津
３月２日（金）

板 山 公 民 館１時３０分～
３時３０分――板 山

福住老人憩の家――９時～１１時福 住
福住園高台

３月６日（火）
坂 部 公 民 館１時３０分～

３時３０分――坂 部

宮津山田集会所１時～　
３時３０分

９時～　
１１時３０分

宮 津 山 田
宮 津 団 地
阿久比団地

３月７日（水）

中央公民館本館
　（１０３号室）１時～４時９時～　

１１時３０分
阿 久 比 町
全 地 区

２月１６日（金）
～

３月１５日（木）

※　半田税務署では受け付けしません。住吉福祉
文化会館へお出かけください。
開設期間　２月１日（木）～３月１５日（木）
※　土曜日・日曜日と時間外は受け付けできませ
ん。ただし、２月１８日と２月２５日の日曜日は、
受け付けを行います。（住吉福祉文化会館のみ）
開設時間　午前９時～正午
　　　　　午後１時～午後４時半
※　所得税、贈与税、消費税の受け付けを行いま
す。町県民税の申告は、阿久比町の受付会場で
お願いします。
※　「営業・その他事業・譲渡所得等」に関する所
得税・贈与税・消費税の申告と納税相談は、阿
久比町の受付会場では受け付けできません。
※　職員による会場での計算確認は行いません。

問い合わせ先　　　　　　　　　

○　町県民税　
　役場税務課住民税係
　�（４８）１１１１　（内２２０・３０２）
○　所得税・贈与税・消費税
　半田税務署　　�（２１）３１４１

　各地区での受付日時と場所は次のとおりです。
※　受付時間は会場により異なりますので、よく確認
してお出かけください。

中央公民館本館１階１０３号室

各地区の会場住吉福祉文化会館

税理士による無料税務相談所を開設
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申　告 
（平成１８年中の所得） 

計 算 

町県民税 
（平成１９年度） 

地方税 

所  得  税 
（平成１８年分） 

国 税 

所得の種類と所得金額の計算方法
所得金額の計算方法所　得　の　種　類

収入金額＝利子所得の金額
公社債や預貯金の利子などに
よる所得

利 子 所 得１
収入金額－株式等の元本を取得す
るために要した負債の利子＝配当
所得の金額

株式の配当や証券投資信託の
収益分配などによる所得

配 当 所 得２

収入金額－必要経費＝不動産所得
の金額

土地や建物などの不動産の貸
付けによる所得

不動産所得３
収入金額－必要経費＝事業所得の
金額

農業、商工業などの事業から
生ずる所得

事 業 所 得４
収入金額－給与所得控除額－特定
支出の額の合計額のうち給与所得
控除額を超える部分の金額＝給与
所得の金額

給料、賞与などによる所得給 与 所 得５

（収入金額－退職所得控除額）×
１／２＝退職所得の金額

退職金、その他退職により一時
に受ける給与などによる所得

退 職 所 得６
収入金額－必要経費－特別控除額
＝山林所得の金額

山林の伐採または譲渡による
所得

山 林 所 得７
収入金額－資産の取得費－資産の
譲渡費用－特別控除額＝譲渡所得
の金額

土地や建物、株式などその他
の資産の譲渡による所得

譲 渡 所 得８

収入金額－収入を得るために支出
した金額－特別控除額＝一時所得
の金額

生命保険による一時金、損害
保険による満期返戻金、賞金
や懸賞当せん金などの所得

一 時 所 得９

次の①と②の合計額
①公的年金等の収入金額－公的年
金等控除額
②①を除く雑所得の収入金額－必
要経費

公的年金や原稿料、出演料、
生命保険年金など上記の１～
９にあてはまらない所得

雑 所 得１０

○　平成１７年１月１日に６５歳以上（昭和１５年１
月２日以前に生まれた方）で合計所得金額が
１２５万円以下の方については、平成１９年度分は
住民税を３分の２とする緩和措置が実施され
ます。

○　農業所得標準が平成１８年分から廃止されま
した。（所得税・住民税）

　　平成１８年中に農業所得を得た方は、収入金
額や必要経費を記録して、収支計算により申
告する必要があります。

※　収支計算についてわからないことは、税務
署（個人課税部門）�（２１）３１４１へ問い合わせ
てください。

○　定率減税が一部縮減して実施されます。　
平成１８年分の所得税は所得税額の１０％（上限
１２万５千円）が減額されます。平成１９年分か
らは定率減税は廃止されます。　

主な制度改正の要点 主な制度改正の要点 

　

町
県
民
税
（
住
民
税
）
は
阿
久
比
町
と

愛
知
県
に
納
め
る
地
方
税
で
、
町
が
税
額

を
計
算
し
て
法
人
や
個
人
に
通
知
し
税
金

を
徴
収
し
ま
す
。（
平
成
十
九
年
度
の
住
民

税
所
得
割
の
税
額
は
、
平
成
十
八
年
中
の

所
得
金
額
が
基
準
と
な
り
ま
す
。）

　

所
得
税
は
国
税
で
、
一
年
間
の
所
得
に

対
し
て
、
法
人
や
個
人
が
自
ら
税
額
を
計

算
し
て
、
申
告
し
た
税
額
を
納
付
し
ま
す
。

　

サ
ラ
リ
ー
マ
ン
の
場
合
、
町
県
民
税
は

毎
月
の
給
料
か
ら
、
所
得
税
は
毎
月
の
給

料
と
ボ
ー
ナ
ス
か
ら
源
泉
徴
収
さ
れ
て
い

ま
す
。

税務署 自宅のパソコンで 
　　　 確定申告書が作成できます 

作成コーナーについては… 

国税庁ホームページ http://www.nta.go.jp
電子申告については…

e-Taxホームページ http://www.e-tax.nta.go.jp

税務署 

　国税庁ホームページの「確定申告書等作成コーナー」を利用
すると、２４時間いつでも所得税、消費税（個人）の確定申告書
や青色申告決算書などが作成できます。 
　次の３ステップで、税務署に行かなくても確定申告ができます。 

※　このコーナーで作成したデータを利用して、プリントアウトが不要な電
子申告を行うことができます（利用に当たっては、事前に利用開始のため
の手続きなどが必要です）。 

◇入力したデータを基に税額などが自動
計算されますので、計算ミスがなくな
ります。 

◇作成途中のデータも保存することがで
きます。 

ステップ１ 申告データの入力 

ステップ２ プリントアウト 

ステップ３ 税務署に送付 
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阿
久
比
町
人
事
行
政
の
運
営
に
お
け
る
公
正
性
、
透
明
性
を
高
め
る
こ
と
を
目
的
と
し

て
、「
阿
久
比
町
人
事
行
政
の
運
営
等
の
状
況
の
公
表
に
関
す
る
条
例
」
に
基
づ
き
、
平
成

十
七
年
度
の
状
況
を
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

総
務
課
人
事
秘
書
係　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
３
７
）

（１）　人件費の状況（平成１７年度普通会計決算）

人件費率（Ｂ／Ａ）人件費（Ｂ）実質収支歳出額（Ａ）
住民基本台帳
１８．３．３１現在

２２．６％１４億２，３２９万８，０００円 ３億９，１７５万８，０００円６３億３０万６，０００円２４，７２５人

※　人件費には、特別職に支給される給料、報酬等を含む。

（２）　職員給与費の状況（平成１７年度普通会計予算）

一人当たりの
給与費（Ｂ／Ａ）

給　　　　　　　　　　与　　　　　　　　　　費
職員数（Ａ）

計　（Ｂ）期末 ･勤勉手当職員手当給　　料

５，９８６，０００円１０億３，５５９万１，０００円２億７，１９１万２，０００円１億４，２８９万７，０００円 ６億２，０７８万２，０００円１７３人

※　給与費は、平成１７年度当初予算の計上額で職員手当には退職手当は含まない。

（５）　職員の初任給の状況
（平成１７年４月１日現在）

採用２年経過日給料額初　任　給一般行政職

１８４，４００円１７０，７００円大学卒

１５４，３００円１４３，３００円高校卒

（１）　職員の任免の状況

５　人退 職 者 数４　人採 用 者 数

※　採用者数は、競争試験と選考により採用した職員数。
　　退職者数は、定年、勧奨、死亡、自己都合などにより退職した職員数。

（２）　職員数（平成１７年４月１日現在）

１９６　人職　員　数

職員の任免及び職員数の状況１

（３）　平均給料月額、平均給与月額と平均年齢の状況
（平成１７年４月１日現在）

平均年齢平均給与額平均給料額

４４．９歳３８７，４８７円３３５，２９５円一般行政職

（４）　ラスパイレス指数の状況

平成１３年度平成１４年度平成１５年度平成１６年度平成１７年度

９３．５９２．８９１．５８９．６８９．１

※　ラスパイレス指数とは、国家公務員の給与水準を１００とした場合の地
方公務員の給与水準を示す指数。

職員の給与の状況２

公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公公 表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表表
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（６）　級別職員数の状況（平成１７年４月１日現在）

計１　級２　級３　級４　級５　級６　級７　級８　級

主事補
技師補

主事補
技師補

主　事
技　師

係　長
主　任

課長補佐
係　長

課　長課　長部　長
標 準 的 な
職 務 内 容

１０７人０人６人１７人１８人４０人８人１４人４人職　員　数

１００．０%０．０%５．６%１５．９%１６．８%３７．４%７．５%１３．１%３．７%構　成　比

（７）　職員手当の状況（平成１７年４月１日現在）

勤　勉期　末

期末・勤勉
手　　　当

０．７０月分１．４０月分６月期

０．７５月分１．６０月分１２月期

１．４５月分３．００月分計

職制上の段階、職務の級などによる加算措置
あり

※　支給月数は、平成１７年度の状況。

定年・勧奨
（支給率）

自己都合
（支給率）

退職手当

２７．３０月分２１．００月分勤続２０年

４２．１２月分３３．７５月分勤続２５年

５９．２８月分４７．５０月分勤続３５年

５９．２８月分５９．２８月分最高限度額

定年前早期退職特例措置（２％～２０％加算）

１９，６７６，０００円��　 円
１人当たり
平均支給額

９％支給率
調整手当

３３６，４０１円１人当たり平均支給年額

２５．１５％
職員全体に占める
手当支給職員の割合

特 殊 勤 務
手 当

６７，４０４円
１ 人 当 た り
平 均 支 給 年 額

７種類手 当 の 種 類

徴収手当、防疫作業
手当、清掃手当、保
育手当、教育手当、
不快手当、滞納徴収
業務手当

手 当 の 名 称

３４，３９３，０００円支給総額
時間外勤務
手 当 ２１１，００１円

支給対象職員１人当たり
平均支給年額

配　偶　者
　　１３，５００円（１２月から１３，０００円）

配偶者以外
２人目まで１人につき６，０００円（扶養
親族でない配偶者を有する場合の１
人目は６，５００円、配偶者のない場合の
１人目は１１，０００円）
３人目以降１人につき５，０００円

満１６歳の年度初めから満２２歳の年度末ま
での子１人につき５，０００円加算

扶養手当

持家　２，５００円（新築・購入から５年間）
借家（借間）

１２，０００円を超える家賃の額に応じ、
最高２７，０００円

住居手当

交通用具（自動車等）利用者
　通勤距離により２，０００円～２４，５００円
交通機関利用者
支給単位期間の定期券相当額（１カ月
換算で最高５５，０００円）

通勤手当

（８）　特別職の報酬等の状況（平成１７年４月１日現在）

期末手当報酬等の月額区　 分

６月期  １．６０月分

１２月期　１．７０月分

計　３．３０月分

８１２，０００円町 長

６４３，０００円助　 役

５９３，０００円収　入　役

３４６，０００円議　 長

２６６，０００円副　議　長

２４７，０００円委　員　長

２３７，０００円議　 員

人事行政人事行政
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人事行政人事行政

（１）　職員の分限処分の状況
　ア　休職の状況

２人
心身の故障のため、長期の休養
を要する場合

　イ　職員の意に反する降任・免職の状況

０人

（２）　職員の懲戒処分の状況

０人

職員の分限及び懲戒
処分の状況

４

（１）　研修の状況

研 　修　 名 　な 　ど受講者数区    分

新規採用職員前期・後期研修、一般職員中期・
後期研修、新任係長研修、課長補佐研修、課
長研修、部長研修

 １５人階 層 研 修

地方自治法講座、地方公務員法講座、民法講
座、地方税法講座、会計学講座、政策法務講
座、プレゼンテーション講座、ＪＫＥＴ指導
者養成研修 、接遇研修指導者養成研修

１３人
専門・特別
研 修

自治大学校、市町村中央研修所４人派 遣 研 修

（２）　勤務成績の評定の状況

年１回評 定 の 回 数

平成１７年１月１日～平成１７年１２月３１日評 定 の 期 間

平成１８年１月評 定 の 時 期

１８１人評定の対象人数

（１）　勤務時間の状況（変則勤務職場などを除く一般的な職場におけるもの）

休　息　時　間休憩時間
終了
時刻

開始
時刻

正 規 の
勤務時間

１５：００～１５：１５１２：００～１２：１５１２：１５～１３：００１７：１５８：３０８時間

（２）　主な休暇の種類

付　　与　　日　　数区　分

１年につき２０日年 次 休 暇

出産予定日前６週間目に当たる日（多胎妊娠の場合に
あっては、１４週間目に当たる日）から出産日後８週間を
経過する日まで

出 産

２日以内の期間妻の出産補助

１日につき２回各３０分以内の時間育 児 時 間

１年につき５日以内の期間子 の 看 護

親族の区分により１日から７日忌 引

１日父母の祭日

５日以内の期間結 婚

必要と認められる期間選挙権等行使

必要と認められる期間証人等出頭

必要と認められる期間骨 髄 移 植

１年につき５日以内ボランティア

７日以内の期間住居滅失等

必要と認められる期間交 通 遮 断

１年につき５日夏 季 休 暇

（３）　育児休業等取得者数（平成１７年度中に新たに育児休業または部分
休業を取得した職員数）

計女　　性男　　性区　　分

４人４人０人育児休業取得者

０人０人０人部分休業取得者

４人４人０人計

職員の勤務時間その他の勤務条件の状況３

（１）　服務制度に関する研修などの実施状況
　地方公務員法に定められた町職員として
の義務を周知徹底するため、随時、部課長
会議や通知文書により、服務規律の徹底を
図っている。

（２）　営利企業などへの従事許可の状況

１９件
報酬を得て事業もしくは事務に
従事する場合の許可

職員の服務の状況５

（１）　職員の福祉の状況
　ア　職員健康診断受診者数

８２人健康診断１０９人人間ドック

　イ　公務災害認定件数

２件

（２）　利益の保護の状況
　ア　勤務条件に関する措置の要求の状況

件数区　　　分

０件前年度からの繰越件数　　（Ａ）

０件当年度中の新規要求件数　（Ｂ）

０件当年度中取扱件数（Ｃ＝Ａ＋Ｂ）

０件当年度中終了件数（Ｄ）

０件次年度への繰越件数（Ｅ＝Ｃ－Ｄ）

　イ　不利益処分に関する不服申立ての状況

件数区　　　分

０件前年度からの繰越件数　　（Ａ）

０件当年度中の新規要求件数　（Ｂ）

０件当年度中取扱件数（Ｃ＝Ａ＋Ｂ）

０件当年度中終了件数（Ｄ）

０件次年度への繰越件数（Ｅ＝Ｃ－Ｄ）

職員の福祉及び利益の保護７
��������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

職員の研修及び勤務成績の評定状況６
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阿
久
比
町
地
域
防
災
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
活

動
推
進
事
業
の
一
環
と
し
て
、
町
内
の
自

主
防
災
会
、
事
業
所
、
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団

体
の
協
力
を
得
て
、
各
団
体
の
防
災
に
関

す
る
取
組
状
況
や
意
向
な
ど
を
把
握
し
、

今
後
の
連
携
方
法
の
検
討
材
料
と
し
て
活

用
す
る
こ
と
を
目
的
に
ア
ン
ケ
ー
ト
調
査

を
実
施
し
ま
し
た
。

○
調
査
状
況

○
調
査
結
果
【
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
編
】

①　

団
体
の
活
動
分
野
と
会
員
数

　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
活
動
分
野
は
、

「
福
祉
」
が
約
半
数
を
占
め
、
そ
の
ほ
か

は
、
環
境
、
地
域
活
動
、
教
育
な
ど
さ
ま

ざ
ま
で
す
。

　

会
員
数
は
、
十
人
〜
二
十
九
人
が
最
も

多
く
な
っ
て
い
ま
す
。

�
　

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
団
体
の
防
災
に
関
す
る

取
り
組
み
状
況
は
、
防
災
イ
ベ
ン
ト
へ
の

参
加
や
防
災
訓
練
を
実
施
し
て
い
る
団
体

が
数
団
体
あ
り
ま
す
。

　

消
防
署
の
普
通
救
命
講
習
の
受
講
や
被

災
地
へ
の
義
援
金
募
金
や
支
援
物
資
の
収

集
、
災
害
時
の
初
動
体
制
の
取
り
決
め
を

し
て
い
る
団
体
も
あ
り
ま
す
。

　

今
後
は
、
勉
強
会
や
訓
練
に
参
加
し
会

員
の
防
災
意
識
を
向
上
さ
せ
た
い
と
す
る

団
体
が
多
く
な
っ
て
い
ま
す
。
特
に
高
齢

者
や
身
障
者
が
参
加
し
、
相
互
に
手
助
け

で
き
る
体
制
づ
く
り
を
求
め
て
い
ま
す
。

�②　

防
災
に
関
す
る
取
り
組
み

状
況
と
今
後
の
意
向

５５ 
防災交通課 

（内２０８） 

ニュース 

ま
ち
づ
く
り 
安

全

で

住

み

よ

い

 

各
種
団
体
を
対
象
と
し
た

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果

ボランティア
団体

事業所
自　主
防災会

２１団体５０団体２２団体配布数

２０団体３８団体１９団体回収数

９５％７６％８６％回収率

・現状と今後の意向
・地域や他の団体との連携について

内　容

郵送による配布・回収
調査時期　平成１８年８月２５日～９月１５日

　１月１１日、愛知県半田勤労福祉会館で半田警察署感謝状贈呈式が
行われました。
　贈呈式では平成１８年中に各地区で警察活動全般に協力した次の皆
さんに感謝状が贈られました。（敬称略）
　竹内俊夫（平成１７年度草木区長）、西本典子（平成１７年度高根台自
治会長）、井本辰男（平成１７年度坂部区長）、植区防犯パトロール隊、坂
部防犯パトロール隊、大古根防犯パトロール隊、福住防犯パトロー
ル隊、宮津山田自治会防犯パトロール隊
　竹内さん、西本さん、井本さんの３人が町長へ報告に訪れ「これ
からも安全、安心のまちづくりに少しでも貢献できるようにがんば
ります」と皆さん口をそろえて語り、感謝状贈呈を喜んでいました。

左から町長、竹内さん、井本さん、西本さん

����������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������																																��������	
���������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������������

１０人未満 
２５.０％ 

１０－２９人 
３５.０％ 

３０－４９人 
２０.０％ 

５０人以上 
１５.０％ 

無回答 ５.０％ 【会員数】 

（回答数＝２０） 

福祉 
５５.０％ 

その他 
４５.０％ 

【活動分野】 

（回答数＝２０） 
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オアシススケッチ オアシススケッチ オアシススケッチ 

あなたは写っていませんか。もし写っていれば、写真をおわけしますので連絡ください。　　企画財政課�（４８）１１１１（内３０３）

�������

●南部小「優良交通安全団体」として表彰
　１月１７日、愛知県芸術文化センターで平成１９年愛知県交
通安全県民大会が開かれ、南部小学校が「優良交通安全団
体」として愛知県交通安全推進協議会から表彰されました。
　榊原泰介南部小学校長は「これからも積極的に児童の登
下校時に街頭活動を続け、交通安全に努めます」と話して
いました。

　阿久比町文化協会「絵の会はまゆう」会員、小田文子さ
んから第３１回愛知県文連美術展入選作品「花鳥」の絵画を
寄贈（町長室へ展示）していただきました。
　小田さんは「町長室へ訪れた皆さんに見てもらってくだ
さい」と笑顔で話していました。

●絵画の寄贈ありがとうございます

●ボランティア団体が防災意識を高める
　１月１３日、第３回阿久比町ボランティア交流会が中央公
民館などで開かれ、町内で活動しているボランティア約１７０
人が参加しました。
　町内ボランティアグループに防災意識を高めてもらうこ
とを目的に行われ、参加者は災害ボランティアセンターの
体験、自動体外式除細動器（ＡＥＤ）を使った救命救急体験、
応急手当体験、倒壊物からの被災者援助を体験しました。

●「ＮＰＯ法人もやい」優良モデル事業者に
　特定非営利活動（ＮＰＯ）法人もやいが愛知県からコミュ
ニティビジネス優良モデル事業者に選定されました。認定
証が交付され、県のホームページなどで紹介されます。
　「もやい」では在宅支援、子育て支援、障害者支援、移
送支援、介護保険サービ事業、ミニディサービスなどを行っ
ています。代表の安井洋子さんは「１０周年のご褒美をもら
えたようでうれしいです」と話していました。

●南部小４年生、危険個所を報告書にまとめる
　南部小学校４年生児童は総合的な学習で「南部のあぶな
いをさがそう」と自分たちの住む地区の危険個所を調査し、
報告書にまとめました。
　１月１８日、児童の代表４人が町長室を訪れ、町長に報告
書を手渡し、危険な場所を説明しながら「私たちや高齢者
の皆さんが安心して暮らせるまちにしてください」と要望
しました。

●ボーイスカウト活動で内閣府から表彰
　内閣府から善行青少年表彰を受けた、ボーイスカウト阿
久比第１団の門田和久さん（高根台）が１月１７日、町長室
へ報告に訪れました。
　今回の表彰は１３年間ボーイスカウト活動を続け、野外活
動や地域の奉仕活動に多く参加したことが認められました。
門田さんは「後輩の育成に努め、これからも地域の活動に
積極的に参加していきたい」と話していました。



広報あぐい　２００７年２月１日号

11

　
「
大
師
を
見
つ
け
た
一
人
の
村
人
が
、

『
ど
う
か
お
助
け
く
だ
さ
い
』
と
す
が
り

つ
い
て
き
ま
し
た
。
そ
っ
と
う
な
ず
い
た

大
師
は
、
そ
ば
に
あ
っ
た
井
戸
を
の
ぞ
い

て
み
る
と
、
や
は
り
一
滴
の
水
も
あ
り
ま

せ
ん
。

　

大
師
は
、
道
に
落
ち
て
い
た
一
個
の
石

を
拾
い
、
泥
を
落
と
し
て
『
南
無
妙
法
蓮

華
経
』
と
書
い
て
井
戸
の
中
に
投
げ
入
れ
、

一
心
不
乱
に
お
経
を
唱
え
始
め
ま
し
た
。

村
人
た
ち
も
、
手
を
合
わ
せ
て
、
一
生
懸

命
お
祈
り
を
し
ま
し
た
・
・
・
・
・
・
。

　

す
る
と
、
不
思
議
に
も
、
井
戸
の
底
か

ら
チ
ョ
ロ
チ
ョ
ロ
と
清
水
が
湧
き
出
し
、

や
が
て
は
井
戸
い
っ
ぱ
い
に
な
り
、
し
か

も
水
面
に
は
、
緑
の
松
の
影
が
映
っ
て
い

る
で
は
あ
り
ま
せ
ん
か
。（
阿
久
比
の
昔

話
）『
唐
松
の
井
戸
』
か
ら
」。

　

平
安
時
代
、
淳
和
天
皇
は 
鳳  
凰 
と
い
う

ほ
う 
お
う

吉
鳥
が
何
羽
も
群
れ
を
な
し
て
尾
張
の
国

へ
舞
い
降
り
た
と
い
う
夢
を
見
る
。
天
皇

は
比
叡
山
の
慈
覚
大
師
円
仁
に
「
尾
張
の

国
へ
行
き
、
鳳
凰
を
見
て
く
る
よ
う
に
」

と
命
じ
る
。
大
師
は
途
中
、
知
多
郡
英
比

の
角
岡
村
（
現
在
の
椋
岡
）
で
日
照
り
が

続
き
、
田
畑
の
作
物
は
枯
れ
、
飲
み
水
さ

え
も
な
く
困
っ
て
い
る
村
人
に
出
会
う
。

水
の
無
い
井
戸
に
祈
と
う
を
行
う
。
不
思

議
な
こ
と
に
井
戸
か
ら
水
が
湧
き
出
し
、

村
人
を
飢
渇
か
ら
救
っ
た
と
言
わ
れ
る
。

　
�
唐
松
の
井
戸
�を
訪
れ
た
。
井
戸
は
町

道
す
ぐ
脇
の
田
ん
ぼ
の
隅
に
位
置
し
、
周

り
に
は
大
き
な
石
が
積
ま
れ
、
四
方
が
木

の
柵
で
囲
ま
れ
て
い
る
。
井
戸
の
中
を
の

ぞ
く
。
か
な
り
上
の
方
ま
で
緑
色
に
濁
っ

た
水
が
た
ま
っ
て
い
る
。

　

ス
ー
パ
ー
へ
歩
い
て
買
い
物
に
出
掛
け

る
途
中
だ
と
い
う
女
性
に
出
会
う
。
井
戸

の
こ
と
に
つ
い
て
尋
ね
て
み
る
。「
今
は
飲

め
ま
せ
ん
が
、
昔
は
飲
む
と
長
生
き
で
き

る
と
言
わ
れ
、
正
月
に
な
る
と
三
河
の
遠

方
か
ら
で
も
水
を
く
み
に
来
る
人
が
た
く

さ
ん
い
ま
し
た
よ
」
と
教
え
て
く
れ
た
。

「
ぶ
ら
り
旅
毎
回
読
ん
で
ま
す
よ
。
頑

張
っ
て
く
だ
さ
い
ね
」
と
激
励
を
受
け
る
。

　
「
い
つ
も
元
旦
に
は
井
中
に
松
影
見
ゆ

る
と
な
ん
。
さ
れ
ど
も
近
き
あ
た
り
に
松

の
木
な
し
」。『
尾
張
名
所
図
会
巻
六
』
で

唐
松
の
井
戸
に
つ
い
て
記
述
さ
れ
て
い
る
。

地
区
の
人
が
井
戸
の
横
に
松
の
木
を
植
え

て
も
枯
れ
て
し
ま
う
ら
し
い
。
松
影
は
井

戸
の
中
の
水
に
特
別
な
時
に
し
か
映
ら
な

い
よ
う
だ
。
不
思
議
な
力
を
持
つ
場
所
な

の
で
あ
ろ
う
。

　

水
面
に
小
さ
な
輪
が
何
十
に
も
広
が
り
、

底
か
ら
泡
が
「
ポ
コ
ポ
コ
」
と
浮
か
び
上

が
っ
て
き
た
。
友
人
が
「
井
の
中
の 
蛙 
と

か
わ
ず

い
う
く
ら
い
で
す
か
ら
、
多
分
カ
エ
ル
の

お
な
ら
で
す
よ
」
と
話
し
掛
け
て
く
る
。

「
そ
の
例
え
、
今
の
状
況
で
使
う
言
葉

じ
ゃ
な
い
し
、
カ
エ
ル
は
こ
の
時
季
、
田

ん
ぼ
の
土
の
中
で
冬
眠
し
て
な
い
か
」
と

私
が
答
え
る
。「
そ
れ
じ
ゃ
今
の
現
象
は
何

だ
。
も
し
か
し
て
松
影
が
映
し
出
さ
れ
る

前
ぶ
れ
か
」。
再
び
井
戸
を
の
ぞ
き
込
み
、

し
ば
ら
く
眺
め
る
。
緑
色
に
濁
っ
た
水
が

見
え
る
だ
け
で
ほ
か
に
何
も
現
れ
な
か
っ

た
。（
く
だ
ら
な
い
話
を
し
て
い
る
間
に
、

松
影
が
見
え
て
い
た
の
か
も
し
れ
な
い
。

と
て
も
心
残
り
だ
。）

Ｎ 名
鉄
河
和
線 

55

264

● 
唐松の井戸 
● 
唐松の井戸 

角前田 
平泉寺卍 卍観音寺 

　 天満社 

前田川 

阿
久
比
川 

中部 
公民館 

八幡神社 

阿久比 
郵便局 

エスペランス 
丸山 
エスペランス 
丸山 

卍 
雲谷寺 

唐松の井戸
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� �
� �
� �
� �
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� �
� �
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� �
� �
� �
� �
� �

今
回
は
教
科
研
究
部
会
で
す
。

�
　

阿
久
比
町
の
小
中
学
校
五
校
で
毎
年
行

わ
れ
る
学
力
テ
ス
ト
の
結
果
や
学
習
状
況

か
ら
次
の
よ
う
に
設
定
し
ま
し
た
。

一
、
目
指
す
生
徒
像

　
　
　
　
　
　
（
十
五
歳
像
）

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

方向性 ④ 

プ 

ジ 

ク 

ロ 

ト 

ェ 

①　

自
分
な
り
の
思
い
や
考
え
を
も
ち
、

周
り
の
人
た
ち
と
関
わ
り
合
う
生
徒

・　

他
人
の
考
え
に
触
れ
た
り
課
題
に

直
面
し
た
り
し
た
と
き
に
、
自
分
な

り
の
考
え
や
解
決
法
を
持
と
う
と
す

る
こ
と
が
で
き
る
。

・　

素
晴
ら
し
い
も
の
に
触
れ
た
と
き

に
感
動
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・　

相
手
の
こ
と
を
考
え
な
が
ら
、
目

的
や
場
面
に
応
じ
て
会
話
を
す
る
こ

と
が
で
き
る
。

・　

い
ろ
い
ろ
な
文
章
を
読
ん
で
、
内

容
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・　

習
っ
た
漢
字
や
語
句
を
使
っ
て
伝

え
た
い
こ
と
を
分
か
り
や
す
く
書
く

こ
と
が
で
き
る
。

・　

英
語
を
使
っ
て
あ
い
さ
つ
を
し
た

り
、
買
い
物
や
道
案
内
な
ど
の
生
活

に
必
要
な
会
話
を
し
た
り
す
る
こ
と

が
で
き
る
。

②　

身
の
回
り
の
数
量
や
事
象
を
正
し

く
と
ら
え
、
必
要
に
応
じ
て
的
確
に

処
理
す
る
生
徒

・　

日
常
生
活
の
中
に
あ
る
数
や
量
を

式
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
。

・　

計
算
の
仕
方
や
意
味
を
理
解
し
、

二
、
追
求
す
る
課
題

　

実
態
調
査
や
分
析
か
ら
、
課
題
を
次
の

三
つ
に
し
ぼ
り
込
み
、
調
査
・
研
究
を
行

い
ま
し
た
。

①　

中
学
校
を
卒
業
す
る
ま
で
に
、
社
会

で
生
活
し
て
い
く
上
で
最
低
限
必
要
な

知
識
・
技
能
を
身
に
付
け
さ
せ
る
こ
と

②　

特
に
、
人
間
関
係
を
維
持
し
て
い
く

た
め
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
能
力
や
、

日
々
の
生
活
で
欠
く
こ
と
の
で
き
な
い

基
本
的
な
計
算
能
力
を
身
に
付
け
さ
せ

る
こ
と

③　

幼
稚
園
・
保
育
園
か
ら
小
学
校
、
小

学
校
か
ら
中
学
校
へ
の
生
活
環
境
・
学

習
形
態
・
学
習
環
境
・
人
間
関
係
の
大

き
な
変
化
に
対
す
る
段
差
を
少
し
で
も

解
消
す
る
こ
と

次
の
四
つ
の
提
案
・
提
言
が
さ
れ
ま
し
た
。

三
、
課
題
解
決
に
向
け
た

　
　
　
　
　
　

提
案
・
提
言

□
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
０
２
）

�

�

�

�

����������������������������������������������������������������

����������������������������������������������������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

・　

中
学
校
で
の
教
科
学
習
へ
の
ス

ム
ー
ズ
な
移
行
の
た
め
に
、
小
学
校

六
年
生
で
一
部
教
科
担
任
制
を
導
入

す
る
。

・　

算
数
・
数
学
科
で
、
基
礎
基
本
の

確
実
な
定
着
の
た
め
に
、
少
人
数
指

導
や
Ｔ
Ｔ
に
よ
る
授
業
を
行
う
。

②　

国
語
科
、
算
数
・
数
学
科
の
指
導

の
充
実

・　

国
語
科
、
算
数
・
数
学
科
で
、
重

点
指
導
事
項
一
覧
表
に
従
い
、
基
礎

基
本
を
確
実
に
定
着
さ
せ
る
。

③　

小
学
校
英
語
活
動
の
充
実

・　

Ａ
Ｅ
Ｔ
と
学
級
担
任
の
協
同
授
業

に
よ
り
、
英
語
の
発
音
に
慣
れ
さ
せ
、

英
語
で
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
す
る

こ
と
の
楽
し
さ
を
味
わ
わ
せ
、
中
学

校
で
の
英
語
学
習
に
つ
な
げ
る
。

④　

幼
稚
園
・
保
育
園
で
の
活
動
と
小

学
校
に
お
け
る
学
習
（
国
語
・
算
数
）

の
連
携

・　

幼
稚
園
・
保
育
園
で
行
わ
れ
て
い

る
、
小
学
校
の
国
語
科
・
算
数
科
に

つ
な
が
る
活
動
を
把
握
し
、
教
科
の

指
導
に
生
か
す
。

�

�

�

�

������������������

������������������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

式
に
表
す
こ
と
が
で
き
る
。

・　

式
や
計
算
を
使
い
、
見
通
し
を

も
っ
て
問
題
を
解
く
こ
と
が
で
き
る
。

・　

自
然
や
、
経
済
、
社
会
な
ど
の
仕

組
み
を
理
解
す
る
こ
と
が
で
き
る
。

・　

さ
ま
ざ
ま
な
情
報
を
、
取
捨
選
択

し
て
生
活
に
生
か
す
こ
と
が
で
き
る
。

�

�

�

�

��������

��������

� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �
� �

①　

小
学
校
六
年
生
へ
の
一
部
教
科
担

任
制
の
導
入
と
算
数
・
数
学
科
で
の

少
人
数
指
導
・
Ｔ
Ｔ
の
導
入

・・繰り上がり、繰り下がり
のある足し算・引き算
・・九九
・・２桁×２桁の計算
・・３桁÷２桁の計算
・・小数の加減乗除
・・分数の加減乗除（異分
母分数で通分しての加
減、約分の仕方）

小学校卒業時に最低限
身に付けてほしいこと



広報あぐい　２００７年２月１日号

13

　

継
続
的
に
た
く
さ
ん
の
ア
ル
コ
ー
ル
を

飲
ん
で
い
る
と
、
働
き
過
ぎ
た
肝
臓
が
耐

え
切
れ
な
く
な
り
、
肝
障
害
を
引
き
起
こ

し
ま
す
。
ま
た
、
肝
臓
だ
け
で
は
な
く
、

全
身
に
害
を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

体
に
無
理
を
か
け
る
ほ
ど
慢
性
的
に
ア

ル
コ
ー
ル
を
飲
ん
で
い
る
人
は
、
適
量
で

節
度
あ
る
飲
み
方
に
変
え
ま
し
ょ
う
。

の
酒
の
適
量
を
覚
え
て
お
き
ま
し
ょ
う
。

�①　

未
成
年
者

　

体
が
発
育
中
の
未
成
年
者
が
ア
ル
コ
ー

ル
を
飲
む
と
、
脳
の
発
達
に
大
き
な
影
響

を
与
え
た
り
、
依
存
性
が
高
く
な
り
ま
す
。

　

ア
ル
コ
ー
ル
へ
の
依
存
の
き
っ
か
け
は

親
か
ら
勧
め
ら
れ
た
ケ
ー
ス
が
多
い
と
の

報
告
も
あ
り
ま
す
。
子
ど
も
が
成
人
す
る

ま
で
は
一
緒
に
飲
む
の
を
待
ち
ま
し
ょ
う
。

②　

妊
娠
・
授
乳
中
の
女
性

　

妊
娠
中
に
ア
ル
コ
ー
ル
を
飲
む
と
、
胎

盤
を
通
っ
て
ア
ル
コ
ー
ル
が
赤
ち
ゃ
ん
の

体
の
中
に
直
接
入
っ
て
し
ま
い
ま
す
。
そ

こ
ん
な
人
は
禁
酒
を

�
　

ア
ル
コ
ー
ル
代
謝
能
（
ア
ル
コ
ー
ル
を

分
解
す
る
能
力
）
は
人
に
よ
っ
て
そ
れ
ぞ

れ
違
い
ま
す
。　

通
常
の
ア
ル
コ
ー
ル
代

謝
能
を
も
っ
た
人
の
適
量
は
、
一
日
平
均

純
ア
ル
コ
ー
ル
約
二
〇
グ
ラ
ム
と
さ
れ
て

い
ま
す
。

　

飲
み
過
ぎ
な
い
た
め
に
も
、
そ
れ
ぞ
れ

ア
ル
コ
ー
ル
の
適
量
を
守
ろ
う

『
ア
ル
コ
ー
ル 
編
』

　

適
量
を
守
れ
ば
楽
し
く
飲
め
る
ア
ル

コ
ー
ル
も
、
度
が
過
ぎ
れ
ば
体
に
悪
影
響

を
及
ぼ
し
ま
す
。

　

体
に
入
っ
た
ア
ル
コ
ー
ル
の
九
〇
パ
ー

セ
ン
ト
以
上
は
、
肝
臓
に
運
ば
れ
分
解
さ

れ
ま
す
。

□問い合わせ先　環境衛生課保健係
　�（４８）１１１１（内３１１・３１２）

の
結
果
、赤
ち
ゃ
ん
は「
胎
児
性
ア
ル
コ
ー

ル
症
候
群（
発
育
障
害
・
知
能
障
害
な
ど
）」

を
持
っ
て
生
ま
れ
て
く
る
可
能
性
が
あ
り

ま
す
。

　

授
乳
中
も
母
乳
を
通
じ
て
、
赤
ち
ゃ
ん

に
直
接
ア
ル
コ
ー
ル
の
害
が
及
ぶ
危
険
が

あ
り
ま
す
。

③　

薬
を
飲
ん
で
い
る
人

　

ア
ル
コ
ー
ル
と
一
緒
に
薬
を
飲
む
と
、

反
応
し
合
っ
て
作
用
が
激
化
す
る
場
合
が

あ
り
ま
す
。

　

肝
臓
は
ア
ル
コ
ー
ル
の
処
理
を
優
先
す

る
た
め
、
薬
は
分
解
さ
れ
な
い
ま
ま
長
く

血
液
中
に
と
ど
ま
り
、
薬
の
作
用
が
強
ま

り
ま
す
。
場
合
に
よ
っ
て
は
生
命
に
か
か

わ
る
場
合
も
あ
り
ま
す
。

１０年後の目標
１０年後の目標値現状値

２０．０％
（男性　壮年期）

２０．０％
（男性　高齢期）

４０．０％
（男性　壮年期）

３７．５％
（男性　高齢期）

①酒を毎日飲む人の
割合

８５．０％
（男性　壮年期）

８５．０％
（男性　高齢期）

７５．０％
（男性　壮年期）

８０．６％
（男性　高齢期）

②「節度ある飲酒」と
して１日１合程度
ということを知っ
ている人の割合

現状値は「健康日本２１あぐい計画アンケート」による。

み
ん
な
で
達
成
し
よ
う

適量で節度ある飲酒を 適量で節度ある飲酒を 

み
ん
な
で
目
指
す
目
標

無
理
な
く
楽
し
く

酒
が
飲
め
る

・

●ウイスキー……ダブル1杯（60ml） 

●日本酒なら……1合 

●ワインなら……グラス約2杯 

●ビールなら……中びん1本 

●焼酎（20度）……0.4合 
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阿久比町男女共同参画講演会 
男女がともに支えあい、女性の社会参画や男性の家庭参画へのチャレンジを支援
する地域づくりを目指して、講演会を開催します。 

2月24日（土） 午後1時30分から午後3時まで 
（受付開始  午後1時から） 

中央公民館本館3階301号 

「男女共同参画について 
　　　～なぜ今、男女共同参画か～」 

入場無料 

　専門は、教育学、ジェンダーと教育、家庭科教育。
子どもを取り巻く暮らしと学びや授業のあり方、ジェ
ンダーと教育などをテーマに研究。 

主催　阿久比町・阿久比町教育委員会 
問い合わせ先　社会教育課　fl（48）1111（内262） 

阿久比町男女共同参画講演会 

　フロッカーとは、氷上で行うカーリングを室内で手軽に楽
しめるようにと考案されたスポーツです。
　このニュースポーツを体験しませんか。体育指導委員の指
導のもと次のとおり講習会を開催します。皆さん参加してく
ださい。
□日時・場所
・　・２月２２日（木）　午後７時３０分～午後９時

　　　　　　　　　草木小学校体育館
・　・２月２３日（金）　午後７時３０分～午後９時

　　　　　　　　　南部小学校体育館
・　・２月２４日（土）　午前１０時～正午

　　　　　　　　　東部小学校体育館
・　・２月２５日（日）　午後２時～午後４時

　　　　　　　　　ふれあいの森体育室
※　３月２５日（日）　午前にふれあいの森体育室で大会を予定
□対　象　小学生以上
□参加費　無料
□持ち物　体育館シューズ
□申込期限　２月１９日（月）（当日参加も可）
□申し込み・問い合わせ先　阿久比スポーツ村�（４９）２５００
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放課後児童クラブ指導員を募集します

Information

お知らせ  
InformationInformation

　

愛
知
県
で
は
「
親
と
子
の　

対
話
が
つ

く
る　

よ
い
家
庭
」
を
ス
ロ
ー
ガ
ン
に
、

二
月
一
日
か
ら
二
十
八
日
ま
で
「
家
庭
の

日
」
県
民
運
動
を
展
開
し
ま
す
。

　

こ
の
機
会
に
、
夕
食
時
に
家
族
が
集

ま
っ
た
り
、
地
域
活
動
に
家
族
で
参
加
し

た
り
す
る
な
ど
、
明
る
く
対
話
の
あ
る
家

庭
づ
く
り
を
実
践
し
ま
し
ょ
う
。

　

町
で
も
二
月
四
日
ま
で
、
中
央
公
民
館

本
館
ロ
ビ
ー
で
、
家
庭
の
日
啓
発
ポ
ス

タ
ー
作
品
展
を
行
っ
て
い
ま
す
。
ご
覧
く

だ
さ
い
。

□
問
い
合
わ
せ
先　

社
会
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
２
）

�
　

阿
久
比
産
の
大
豆
と
ス
リ
ラ
ン
カ
の
天

日
干
塩
を
使
っ
て
、
手
作
り
み
そ
を
造
っ

て
み
ま
せ
ん
か
。

□
日　

時　

二
月
二
十
七
日（
火
）

　

①
午
前
九
時
〜
正
午

　

②
午
後
一
時
〜
午
後
四
時

※　

一
日
二
回
行
い
ま
す
。

□
場　

所

　

中
央
公
民
館
本
館
２
０
４
号
室

□
用
意
す
る
も
の

　

み
そ
を
入
れ
る
容
器
（
約
四
キ
ロ
グ
ラ

ム
の
み
そ
が
入
る
か
め
、
た
る
な
ど
）、
エ

プ
ロ
ン

□
費　

用　

材
料
実
費
千
七
百
円
（
大
豆

一
キ
ロ
グ
ラ
ム
、
米
麹
、
塩
ほ
か
）。
約

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�

三
・
五
キ
ロ
グ
ラ
ム
の
み
そ
が
で
き
ま
す
。

□
講　

師　

あ
ぐ
い
く
ら
し
の
会
、
愛
知

県
農
村
生
活
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

□
定　

員　

一
回
に
つ
き
二
十
人

□
募
集
期
間

　

二
月
十
三
日（
火
）午
前
九
時
か
ら
募
集

を
受
け
付
け
ま
す
。（
電
話
申
し
込
み
可
）

※　

代
理
申
し
込
み
は
ご
遠
慮
く
だ
さ
い
。

定
員
に
な
り
次
第
締
め
切
り
ま
す
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

産
業
課　

�（
４
８
）１
１
１
１

　
（
内
２
３
５
・
２
２
７
）

�早
・
延
長
保
育
対
応
保
育
士

□
勤
務
場
所　

町
立
草
木
保
育
園
、
町
立

北
原
保
育
園

□
勤
務
内
容　

早
朝
・
延
長
保
育
対
応
業
務

□
募
集
人
員　

若
干
名

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日　

午
前

七
時
半
〜
午
前
十
一
時
半
、
午
後
三
時

半
〜
午
後
七
時
（
一
日
七
・
五
時
間
）

乳
児
保
育
対
応
保
育
士

□
勤
務
場
所　

町
立
保
育
園

□
勤
務
内
容　

乳
幼
児
保
育
対
応
業
務

□
募
集
人
員　

若
干
名

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
八
時
半
〜
午
後
四
時
半
（
一
日
七

時
間
）

土
曜
延
長
保
育
対
応
保
育
士

□
勤
務
場
所　

町
立
草
木
保
育
園
、
町
立

北
原
保
育
園

□
職
務
内
容　

土
曜
日
の
延
長
保
育
対
応

業
務

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

□
募
集
人
員　

若
干
名

□
勤
務
時
間　

土
曜
日
の
午
前
十
一
時
半

〜
午
後
四
時
（
一
日
四
･
五
時
間
）

障
害
児
対
応
保
育
士

□
勤
務
場
所　

町
立
保
育
園

□
職
務
内
容　

障
害
児
対
応
業
務

□
募
集
人
員　

若
干
名

□
勤
務
時
間　

月
曜
日
〜
金
曜
日

午
前
八
時
半
〜
午
後
四
時
（
一
日
六
・

五
時
間
程
度
）

代
休
対
応
保
育
士

□
勤
務
場
所　

町
立
草
木
保
育
園
、
町
立

北
原
保
育
園

□
職
務
内
容　

代
休
職
員
対
応
業
務

□
募
集
人
員　

若
干
名

□
勤
務
時
間　

月
平
均
二
日
程
度

午
前
八
時
半
〜
午
後
四
時
半
（
一
日
七

時
間
）

◇　
　
　
　

◇

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
賃　

金　

九
百
三
十
円
（
時
給
）

　

ク
ラ
ス
持
ち　

千
円
（
時
給
）

□
応
募
資
格　

保
育
士
資
格
の
あ
る
方

□
面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・

写
真
添
付
）
保
育
士
証
の
写
し

□
申
込
期
限　

二
月
十
日（
土
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

住
民
福
祉
課
児
童
福
祉
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

□勤務場所　学童保育「げんきッズ南部」ほか
□勤務内容　放課後の児童（小学生）の保育
□募集人員　専任指導員およびパート指導員　若干名
□勤務期間　４月１日～平成２０年３月３１日
□勤務時間
　専任指導員（週５日３２時間）
・・　平日　午後１時～午後７時の６時間
・・　土曜日　午前８時～午後６時の内８時間
・・　夏休みなど学校休校日　午前８時～午後７時の内８時間

　パート指導員
・・　平日　午後２時～午後７時の５時間
・・　土曜日　午前８時～午後６時の内８時間または午前８時
～午後７時の内６時間

・・　夏休みなど学校休校日　午前８時～午後７時の内８時間
または午前８時～午後７時の内６時間

□賃　金
　専任指導員（月額１３４，０００円、社会保険加入）、
　パート指導員（時給９３０円）
□応募資格　教諭または保育士資格のある方
□試　験　面接試験随時
□提出書類　履歴書（市販のもの・写真添付）、資格証明書
□その他　運営は社会福祉法人雲谷苑が町の委託を受けて実施
します
□申し込み・問い合わせ先
　社会福祉法人雲谷苑（中部保育園）�（４８）０５０４
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□
勤
務
場
所　

町
立
ふ
れ
あ
い
の
森　

□
勤
務
内
容

　

施
設
の
維
持
・
管
理　
　
　
　
　
　
　

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜
九
月
三
十
日

□
勤
務
時
間　

週
五
日
（
一
日
五
時
間
程

度
）。町
の
規
定
と
勤
務
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
に
よ
る

□
賃　

金　

七
百
三
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格

　

年
齢
六
十
三
歳
（
平
成
十
九
年
四
月
一

日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
三
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
５
４
）

�□
勤
務
場
所　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

□
勤
務
内
容

　

各
小
中
学
校
給
食
調
理
業
務
な
ど

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜

□
勤
務
時
間　

学
校
休
校
日
以
外　

午
前

八
時
半
〜
午
後
四
時
（
一
日
六
・
五
時

間
程
度
）

□
賃　

金　

八
百
二
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

　

年
齢
四
十
五
歳
（
平
成
十
九
年
四
月
一

日
現
在
）
ま
で
の
健
康
な
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

　

健
康
診
断
書
（
後
日
提
出
可
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
三
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
給

食
セ
ン
タ
ー　

�（
４
８
）５
１
１
１

�□
勤
務
場
所　

学
校
給
食
セ
ン
タ
ー

□
勤
務
内
容

　

各
小
中
学
校
給
食
配
送
業
務
な
ど

□
募
集
人
員　

一
人

□
勤
務
期
間　

四
月
一
日
〜

□
勤
務
時
間　

学
校
休
校
日
以
外　

午
前

十
時
〜
午
後
三
時（
一
日
四
時
間
程
度
）

□
賃　

金　

千
五
十
円
（
時
間
給
）

□
応
募
資
格

　

年
齢
六
十
三
歳
（
平
成
十
九
年
四
月
一

日
現
在
）
ま
で
の
健
康
で
三
ト
ン
車
を
運

転
で
き
る
方

□
試　

験　

面
接
試
験
（
後
日
連
絡
）

□
提
出
書
類

　

履
歴
書
（
市
販
の
も
の
・
写
真
添
付
）

　

健
康
診
断
書
（
後
日
提
出
可
）

□
申
込
期
限　

二
月
二
十
三
日（
金
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先　

学
校
給

食
セ
ン
タ
ー　

�（
４
８
）５
１
１
１

�
　

不
妊
に
つ
い
て
の
理
解
を
深
め
た
い
方

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


�

�

�

�

�

�

�

�

�

	

を
対
象
に
公
開
講
座
を
開
催
し
ま
す
。

□
日　

時　

二
月
二
十
五
日（
日
）午
後
一

時
半
〜
午
後
四
時

□
場　

所　

東
海
市
健
康
ふ
れ
あ
い
交
流

館　

多
目
的
ホ
ー
ル
（
東
海
市
し
あ
わ

せ
村
内
）

□
内　

容　

不
妊
治
療
の
最
先
端
で
治
療

に
当
た
る
医
師
、
不
妊
専
門
相
談
員
で

あ
る
不
妊
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
に
よ
る
講
演

な
ど

□
定　

員　

百
五
十
人

□
入
場
料　

無
料

□
申
込
方
法　

事
前
予
約
と
当
日
の
質
問

を
受
け
付
け
ま
す
。
二
月
十
六
日（
金
）

ま
で
に
Ｅ
メ
ー
ル
（kouza１８

@
m
ed.

nagoya

‐ u.ac.jp

）
で
申
し
込
み
く
だ

さ
い
。

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

名
古
屋
大
学
医
学
部
附
属
病
院
（
不
妊

専
門
相
談
セ
ン
タ
ー
公
開
講
座
）

　

�
０
５
２（
７
４
１
）２
１
１
１

　

Ｆ
Ａ
Ｘ
０
５
２（
７
４
１
）７
８
３
０

□
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

http://w
w
w
.m
ed.nagoya

‐ u.ac.jp
/obgy/afsc/aichi/

�
　

愛
知
県
で
は
、
財
団
法
人
知
多
地
区
勤

労
者
福
祉
サ
ー
ビ
ス
セ
ン
タ
ー
と
の
共
催

で
、
労
働
講
座
を
開
催
し
ま
す
。
企
業
の

人
事
労
務
担
当
者
、
労
働
組
合
関
係
者
、

一
般
勤
労
者
の
皆
さ
ん
参
加
し
て
く
だ
さ

い
。

第
二
回

�
�
�
�
�
�
�
�
	



□
日　

時　

二
月
十
四
日（
水
）

　

午
後
一
時
半
〜
午
後
四
時
四
十
分

□
会　

場　

東
海
市
立
勤
労
セ
ン
タ
ー
第

一
研
修
室
（
二
階
）

　

東
海
市
高
横
須
賀
町
桝
形
１
‐
７

　

�
０
５
６
２（
３
３
）３
３
７
７

□
内　

容　

講
演
①
「
社
会
保
険
の
あ
ら

ま
し
」
半
田
社
会
保
険
事
務
所
総
合
相

談
室
長　

堀
江
重
利
氏　

講
演
②
「
六

十
歳
以
降
の
働
き
方
―
給
与
と
年
金
と

雇
用
保
険
の
し
く
み
」
社
会
保
険
労
務

士　

市
谷
ま
り
子
氏

第
三
回

□
日　

時　

三
月
八
日（
木
）午
後
一
時
半

〜
午
後
四
時
四
十
分

□
会　

場　

半
田
市
福
祉
文
化
会
館
（
雁

宿
ホ
ー
ル
）
視
聴
覚
室
（
二
階
）

　

半
田
市
雁
宿
町
１
‐　

‐
１

２２

　

�（
２
３
）７
３
３
１

□
内　

容　

講
演
①
「
職
場
の
安
全
に
つ

い
て
」
半
田
労
働
基
準
監
督
署
長　

松

久
修
二
氏　

講
演
②
「
職
場
に
お
け
る

メ
ン
タ
ル
ヘ
ル
ス
ケ
ア
」
大
同
特
殊
鋼

㈱
星
崎
診
療
所
長
齋
藤
政
彦
氏

　
　
　

◇　
　
　

◇

□
定　

員

　

各
回
と
も
五
十
人

□
参
加
料　

無
料

□
申
込
方
法　

所
定
の
申
込
用
紙
を
愛
知

県
知
多
事
務
所
産
業
労
働
課
へ
提
出
。

申
込
用
紙
は
役
場
産
業
課
窓
口
に
あ
り

ま
す
。

□
問
い
合
わ
せ
先

　

知
多
事
務
所
産
業
労
働
課

　

�（
２
１
）８
１
１
１
（
内
３
５
５
）

Information

お知らせ  
InformationInformation

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

�
�
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□
期　

日　

二
月
十
八
日（
日
）

□
時　

間　

午
前
十
時
〜
正
午

□
対　

象　

小
学
一
年
生
以
上
・
一
般
・

親
子

□
会　

場　

中
央
公
民
館
本
館

□
定　

員　

二
十
人
程
度

□
受
講
料　

無
料

□
講　

師　

阿
久
比
将
棋
ク
ラ
ブ

□
内　

容　

初
心
者
（
駒
の
動
か
し
方
、

ル
ー
ル
な
ど
を
知
ら
な
い
方
）
の
た
め

の
教
室
で
す
。

□
申
込
期
限　

二
月
十
三
日（
火
）

□
申
し
込
み
・
問
い
合
わ
せ
先

　

社
会
教
育
課
公
民
館
係

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
２
６
０
）

　

Ｆ
Ａ
Ｘ（
４
８
）６
２
２
９

※　

応
募
多
数
の
場
合
は
抽
選
と
な
り
ま

す
の
で
ご
了
承
く
だ
さ
い
。

※　

電
話
で
の
申
し
込
み
は
平
日
の
午
前

九
時
か
ら
午
後
五
時
ま
で
で
す
。

�
　

Ｎ
Ｈ
Ｋ
海
外
た
す
け
あ
い
義
援
金
に
ご

協
力
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。
集
ま

り
ま
し
た
義
援
金
は
、
日
本
赤
十
字
社
愛

知
県
支
部
へ
送
金
し
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


□
問
い
合
わ
せ
先　

住
民
福
祉
課

　

�（
４
８
）１
１
１
１
（
内
３
０
１
）

�立
正
佼
成
会
知
多
教
会
青
年
部
様

　

阿
久
比
町
へ
車
い
す
二
台
を
ご
寄
付
い

た
だ
き
ま
し
た
。

�
�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�

Information

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�
�


臨時休館のお知らせ
　東部知多温水プールを次のと
おり臨時休館します。
□臨時休館日
　２月１３日（火）～２月２０日（火）
□休館理由
東部知多クリーンセンター整
備期間のため

□問い合わせ先
　東部知多クリーンセンター
　�０５６２（４４）０２７１　

金額（円）設　置　場　所

５４３役 場

２７７中央公民館本館

１４２社会福祉協議会

３１１保健センター

４２５図 書 館

４９１エスペランス丸山

１,５８１ふれあいの森

１５２ス ポ ー ツ 村

３,９２２合　　　　計

今今月月のの納納税税ななどど

固定資産税・都市計画税　　４期分
国民健康保険税、介護保険料　６期分
公共下水道事業受益者負担会　４期分
納期限は２月２８日（水）です。
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に
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２月４日（日）は

愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛愛知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県県
知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知知事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事事選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選選挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙挙
の投票日です

『県政に とどけこの声 この一票』
みんなで投票に出掛けましょう

□投票時間　午前７時～午後８時

□問い合わせ先

　阿久比町選挙管理委員会（総務課）

　�（４８）１１１１（内２０７・２３７）
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■発行／阿久比町（〒４７０－２２９２　愛知県知多郡阿久比町大字卯坂字殿越５０　�０５６９－４８－１１１１）編集／総務部企画財政課
■阿久比町ホームページ  ｈｔｔｐ：//ｗｗｗ．ｔｏｗｎ．ａｇｕｉ．ｌｇ．ｊｐ
　　　資源を大切に！この用紙は再生紙（古紙１００％）を使用しています。

阿久比町民憲章
アグピー 

阿久比町 
マスコットキャラクター 

　わたしたち阿久比町民は、ここに町民憲章を定
め、よりよい町づくりに努めることを誓います。
◎ホタル飛びかう、豊かな自然を守ります。
◎歴史と伝統を守り、教養を高めます。
◎スポーツに親しみ、健康で明るい家庭をつくり
ます。
◎オアシス運動をすすめ、笑顔あふれるまちをつ
くります。
◎ボランティア活動に、すすんで参加します。

人 口 と 世 帯
世帯数　 ８，２０４　　（　４）

人　口　２５，００３人（　１０）

　男　　１２，４００人（　１）

　女　　１２，６０３人（　９）

（　　）は前月との増減数

１２月中の異動

　出生　１７　転入　 ６２

　死亡　１３　転出　 ５６

平成１９年１月１日現在

主催／愛知県教育委員会 
主管／阿久比町教育委員会 

日　時　　２月１７日（土）　午後１時３０分～午後３時３０分
場　所　　阿久比町勤労福祉会館（エスペランス丸山）
講　師　　杉山　邦博　氏
　　　　　・・　日本福祉大学生涯学習センター長・客員教授
　　　　　・・　元ＮＨＫアナウンサー、相撲ジャーナリスト
演　題　　「スポーツ、その魅力」
入場料　　無料

※　整理券を２月９日（金）まで社会教育課窓口、スポーツ村窓口（社
会教育課窓口は、土曜・日曜日は除く）で配布しています。

問い合わせ先　　阿久比スポーツ村　�（４９）２５００


